
 1 

2007 年 1 月 14 日 聖日礼拝 平石太朗牧師 

 

「さばきの宣告と救いの計画」 

創世記３：１－２４ 

 

『3:1 さて、神である主が造られたあらゆる野の獣のうちで、蛇が一番狡猾であった。蛇

は女に言った。「あなたがたは、園のどんな木からも食べてはならない、と神は、ほんとう

に言われたのですか。」 

3:2 女は蛇に言った。「私たちは、園にある木の実を食べてよいのです。 

3:3 しかし、園の中央にある木の実について、神は、『あなたがたは、それを食べてはなら

ない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬといけないからだ。』と仰せになりまし

た。」 

3:4 そこで、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。 

3:5 あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のように

なり、善悪を知るようになることを神は知っているのです。」 

3:6 そこで女が見ると、その木は、まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くすると

いうその木はいかにも好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫

にも与えたので、夫も食べた。 

3:7 このようにして、ふたりの目は開かれ、それで彼らは自分たちが裸であることを知っ

た。そこで、彼らは、いちじくの葉をつづり合わせて、自分たちの腰のおおいを作った。 

3:8 そよ風の吹くころ、彼らは園を歩き回られる神である主の声を聞いた。それで人とそ

の妻は、神である主の御顔を避けて園の木の間に身を隠した。 

3:9 神である主は、人に呼びかけ、彼に仰せられた。「あなたは、どこにいるのか。」 

3:10 彼は答えた。「私は園で、あなたの声を聞きました。それで私は裸なので、恐れて、

隠れました。」 

3:11 すると、仰せになった。「あなたが裸であるのを、だれがあなたに教えたのか。あな

たは、食べてはならない、と命じておいた木から食べたのか。」 

3:12 人は言った。「あなたが私のそばに置かれたこの女が、あの木から取って私にくれた

ので、私は食べたのです。」 

3:13 そこで、神である主は女に仰せられた。「あなたは、いったいなんということをした

のか。」女は答えた。「蛇が私を惑わしたのです。それで私は食べたのです。」 

3:14 神である主は蛇に仰せられた。「おまえが、こんな事をしたので、おまえは、あらゆ

る家畜、あらゆる野の獣よりものろわれる。おまえは、一生、腹ばいで歩き、ちりを食べ

なければならない。 

3:15 わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置

く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」 

3:16 女にはこう仰せられた。「わたしは、あなたのみごもりの苦しみを大いに増す。あな

たは、苦しんで子を産まなければならない。しかも、あなたは夫を恋い慕うが、彼は、あ

なたを支配することになる。」 

3:17 また、アダムに仰せられた。「あなたが、妻の声に聞き従い、食べてはならないとわ

たしが命じておいた木から食べたので、土地は、あなたのゆえにのろわれてしまった。あ

なたは、一生、苦しんで食を得なければならない。 

3:18 土地は、あなたのために、いばらとあざみを生えさせ、あなたは、野の草を食べなけ

ればならない。 

3:19 あなたは、顔に汗を流して糧を得、ついに、あなたは土に帰る。あなたはそこから取
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られたのだから。あなたはちりだから、ちりに帰らなければならない。」 

3:20 さて、人は、その妻の名をエバと呼んだ。それは、彼女がすべて生きているものの母

であったからである。 

3:21 神である主は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、彼らに着せてくださった。 

3:22 神である主は仰せられた。「見よ。人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知る

ようになった。今、彼が、手を伸ばし、いのちの木からも取って食べ、永遠に生きないよ

うに。」 

3:23 そこで神である主は、人をエデンの園から追い出されたので、人は自分がそこから取

り出された土を耕すようになった。 

3:24 こうして、神は人を追放して、いのちの木への道を守るために、エデンの園の東に、

ケルビムと輪を描いて回る炎の剣を置かれた。』 

 

 

みなさん、デイボーションブック「幸いな人」を使って毎日のディボーションをしておら

れますでしょうか。毎日決められている聖書箇所を読んで、祈っていますでしょうか。 

（「幸いな人」を使っていない人も、会堂の後ろに、その週に読む聖書箇所が書いてあるカ

レンダーが張ってありますので、是非それをご覧になってください。 

そして、毎日聖書を読み、祈ることを大切にしてください。またそのカレンダーをほしい

人はコピーしたものを４階の玄関の脇に置いてありますので、自由に持っていって使って

ください。） 

私は日曜日の礼拝のメッセージは基本的に、前の週の「幸いな人」のデイボーション箇所・

聖書箇所の中からメッセージします。 

そういうわけで、今日は、先週のデイボーション箇所の中にあるこの創世記３：１－２４、

この箇所からメッセージをします。 

 

序： 

聖書は、人は罪人だから罪を犯すと教えています。では、人の罪の性質、それを原罪と言

いますが、人の罪の性質はどこから来たのでしょうか。 

それが今日の聖書箇所に記されています。 

今日のこの３章は人間の堕落と神のあわれみ、そして人間の救いに関する大切な箇所です。 

ここはとても深く重要なことが多く語られている箇所なので、いくつかのポイントだけに

絞ってメッセージします。 

 

先週の日曜日は、創世記の１章を中心に、神が天と地を創造したことについてメッセージ

しました。 

創世記１章の中に、神は創造の第６日目に、創造の最後に、創造の冠（かん）として人間

を造ったことが記されていました。 

神は人をご自分に似せてお造りになりました。神のかたち（イメージ･姿）として人をお造

りになり、男と女に彼らを創造したのです（1:26-27）。 

神は大宇宙と地球をお造りになり、大宇宙と地球の中にあるもののすべてをお造りになり、

第六日の最後に神が造った被造物の中でもっともすぐれている存在として人間をお造りに

なりました。 

こうして、天と地とそのすべての万象が完成されました。 

この天地創造については先週詳しくお話しましたので、お聞きになっていない方や、もう

一度聞きたい方がおられましたら、テープに録ってありますので是非お聞きください。 
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１：善悪の知識の木 

そして、創世記２章に入ると、神が人間をお造りになった時のことが、それはとても重要

なことなのでもう一度繰り返して、さらに詳しく書かれています。 

2:8に、神は人をエデンの園に置かれたとあります。 

9節には「神である主は、その土地から、見るからに好ましく食べるのに良いすべての木を

生えさせた。園の中央には、いのちの木、それから善悪の知識の木を生えさせた。」とあ

ります。 

エデンの園の中央には、「いのちの木」と「善悪の知識の木」がありました。 

堕落以前の人間は、死とは無関係でした。 

そして「いのちの木」というものは、人に、自分のいのちは神によって造られ、神によっ

て与えられ、神によって支えられているのだということを思い起こさせるものでした。 

みなさん、私たちのいのちは神から与えられ、神によって支えられていることを忘れて、

自分は自分の力で生きているのだなどと高ぶってはなりません。 

また、生きていることがあたり前のように思ってはなりません。 

私たちは神によって造られ、神によっていのちが与えられ、神によって生かされているの

だということを悟り、へりくだって、主に感謝しながら歩んでいかなければなりません。 

 

そして2:16-17をご覧ください。『神である主は、人に命じて仰せられた。「あなたは、園

のどの木からでも思いのまま食べてよい。しかし、善悪の知識の木からは取って食べては

ならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」』と主はお語りになりました。 

神は、エデンの園にあるどの木からでも思いのまま食べてよい（自由に食べてよい）とお

語りになりました。「いのちの木」から食べてもよかったのです。 

ただ神は「善悪の知識の木」から取って食べてはならないと人に命じました。 

もしそれを食べるなら必ず死ぬ、というのです。 

みなさん、思いのまま自由にしてよいと言われたのに、なぜ「善悪の知識の木」からは取

って食べてはいけない、という禁止事項、制限がおかれたのでしょうか。 

ひとつは、それは、私たちは、真の自由というものには制限があるということを知らなけ

ればならないということです。 

ここで語られている「思いのままに」、すなわち「自由に」ということは、わがままに生

きることとはまったく違います。自分勝手に生きることとは違います。 

例えば、この車を自由に運転していいよと言われて、私はアメリカで免許を取ったから左

側車線を走るのは嫌だから、反対車線の右側車線を自由に走りたいと言って、猛スピード

で反対車線を走ったら、自分も相手もひどく傷つける不幸な悲惨な結果になります。 

またスポーツにおいても、ルールがあってその中で自由に動きまわるからこそ楽しいし、

喜びがあるわけです。 

例えば野球で言えば、いくらいいバッティングをしても（ヒット性の当たりを打っても）、

自分は１塁に向かって走るのは嫌だからと言って３塁に向かって走っていったら、どんな

に足が速くても何にもならないわけです。アウトになります。 

そういうわけで、制限やルールを守ることはとても大切なのです。 

それは、私たちに喜びを与え、私たちを幸福にし、また私たちを守るのです。 

 

そしてまことの神さまの基準に従うところにのみ、本当の自由と解放、真の喜び、真の幸

福があります。 

エデンの園において、神はひとつのことだけを禁止しました。 
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それは、善悪の知識の木からは取って食べてはいけないというものでした。 

この神さまの命令、基準に従っている時、アダムとエバは祝福され、幸福であり、園のど

の木から食べてもよいという豊かな報酬をいただき、それを楽しむことができたのです。 

みなさん、私たちは神さまに従うことをせず、自分の判断、自分勝手な自分の基準を優先

させているということはありませんか。 

神さまに従うことは、私たちを窮屈にすることではなく、かえって真の自由と解放を与え

るものです。真の幸福を与えるものです。 

私たちは自分の思いよりも、神さまの思い、聖書に書かれている神のことばを優先させよ

うではありませんか。 

 

また、この善悪の知識の木は、神は私たち人間を神のロボットのような機械として造った

わけではないことをあらわしています。 

神がボタンをポンと押すと、人間がロボットや機械のように動くというのであれば、そこ

には人格的な交流（交わり）がありません。そこには愛の関係が成り立ちません。 

それで神は人間に自由意志を与えました。 

人がその自由意志を用いて、神が求めておられることを喜んで自発的に神に従うならば、

そこには素晴らしい人格的な交流、交わり、神との愛の関係が生まれます。 

ただ、人に自由意志を与えるということは、人が神に背いて離れていくかもしれないとい

う悲しい可能性もありましたが、かといって人を機械のようなものにしてしまったら意味

がなくなってしまいます。 

神はご自分がお造りになった人間を信頼しておられました。 

 

そしてこの「善悪の知識の木」ですが、大切なことは、この木に与えられた役割です。 

善悪の知識の木は、人が神の命令に従うかどうかを試す木となりました。 

神の御心は、人がこの木から食べないことによって、何が善であり、何が悪であるかの区

別を知るように、というものでした。 

すなわち、「神の命令に従い、神のみことばに従うことが善である、しかし神の命令に背

き、神のみことばを無視することは悪である」ということです。 

 

３章に入ると、アダムは神の命令に背くことによって、つまり悪を行い悪を体験すること

によって、神が語っておられる善悪の区別を非常に辛い体験を通して知ることになります。 

この木の実を食べることは、人が神に背いて自分勝手に生きることを意味しています。 

神は、アダムにこの木から食べると必ず死ぬと言いました。 

アダムはこの木から食べたことによって、確かにアダムの肉体に死が入り、彼は徐々に死

にゆく存在となりだんだんと「死」に向かい、そして死にます。 

しかし、ここで語られている「死」とは単なる肉体的な死のことだけではありません。 

それは、神との断絶から来る、より深い霊的な死です。 

みなさん、あなたは神に背いたために霊的な暗黒を体験したことがありますでしょうか。 

私は、そういう時期がありました。とても苦しかったです。 

天地創造の神を離れてはいのちはありません。真の喜び、真の自由はありません。 

神に従うことによって、暗黒のような状況から回復され、神からのいのちを受け、真の喜

び、真の自由を体験できるのです。 

 

神が６日間で創造のわざを完成した時、世界にあるすべてのものは、「非常に良かった」

と創世記1:31にあります。問題を抱えるものは何もありませんでしたし、苦しみも痛みも
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なく、罪もなく、死もありませんでした。 

神が造ったすべてのもの（被造物）には平和と調和がありました。 

これは、今の世界とはあまりにもかけ離れています。 

自然界では、すべてが衰え、風化していきます。 

生物界でも、動物たちは他の動物や病気といつも戦わなければならず、やがて老化し、死

に直面しなければなりません。 

先週のメッセージの中でお話したように、人間は動物とは決定的に違うものがいくつかあ

ります。人間は神のかたちとして創造されているからです。 

そして人間は神が造った被造物の中でもっともすぐれている存在です。 

しかし、その人間の社会や文化を見ても、新しい文明は生まれますが、ある期間が過ぎる

と、傾いて滅んでしまいます。 

また、霊的・道徳的な面では、今や多くの人々が、善を行なうよりも悪を行なうほうがま

しだと考え、上に向かって努力するよりも、流れのままに落ちていったほうがよいと考え

ます。この世界は何かが根本的にまちがっており、深刻な状態に陥っているのです。 

 

２：天から落ちたサタン 

みなさん、創造の6日目が終わった時、そしてそれからしばらくの間は明らかに、この全宇

宙に悪は存在しませんでした。 

エゼキエル28:15には、サタンでさえも「あなたの行いは完全だった」と神から言われてい

ます。 

みなさん、聖書には何度も天使が出て来ますが、神は神の王座のまわり（御前）でさまざ

まな働きを行わせるために天使たちという存在を造りました。 

そして、サタンはもともとはルシファーと呼ばれる天使であり、ルシファーとは、「明け

の明星」を意味し、サタンは天使たちの中でもっともすぐれた天使だったのです（世界の

始まりｐ97）。 

このルシファーの堕落については、イザヤ14:12-15にこうあります。 

「暁の子、明けの明星よ（ＮＫＪではLucifer）。どうしてあなたは天から落ちたのか。国々

を打ち破った者よ。どうしてあなたは地に切り倒されたのか。 

あなたは心の中で言った。『私は天に上ろう。神の星々のはるか上に私の王座を上げ、北

の果てにある会合の山にすわろう。 

密雲（みつうん）の頂（いただき）に上り、いと高き方のようになろう。』しかし、あな

たはよみに落とされ、穴の底に落とされる。」とあります。（エゼキエル28:11-19も参照） 

エゼキエル28:17では、神はルシファーに対して「あなたの心は自分の美しさに高ぶり、そ

の輝きのために自分の知恵を腐らせた。」と言っておられます。 

どうしてかルシファーは、神に疑いを抱き始めました。 

そこで神は、ルシファーに「あなたは神によって造られたものである」と教えました。 

しかし、ルシファーは神のことばを信じないことを選んだのです。 

そしてルシファーは「私は、いと高き方（神）のようになろう」と思い、高ぶったのです。 

彼は思い違いをして、これほど知恵と美しさにあふれた自分が神よりも下なのはおかしい

と考えました。 

そして、神の計画をことごとく妨害して、挫折させようという働きを始めたのです。 

ついにそれは、「神の星々のはるか上に私の王座を上げ、」神の上に立とうという暴挙へ

と発展しました。 

他の多くの天使たちも、天使の中の3分の1がこのルシファーに付き従いました。 
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そしてルシファーは堕落天使となり、天から落ちました。 

そして堕落天使となったルシファーは神に敵対する者、サタン（悪魔）になりはて、サタ

ンに付き従った天使たちは、サタンに従う様々な悪霊となったのです。 

しかし、聖書の黙示録などには、将来、神がこのサタンと悪霊を地獄に落とし、彼らは永

遠にそこで苦しむことになる、彼らを永遠の滅びの中に投げ込み、完全に滅ぼす時が来る

と書かれています。しかし、今は、現在は、まだその時は来ていません。 

 

サタンですが、神に反逆し堕落して天から落ちてきた時、サタンは、神が人を神のかたち

として神に似るものとして造ったことをよく知っていました。 

そして神がこの人間にすばらしい計画と目的を用意しておられることを知っていました。 

それで、サタンは人を滅茶苦茶にし、神の計画と目的を台無しにして、人間を魅了してサ

タンを拝ませ、神を蹴落として、天に君臨しようと考えたわけです。 

サタンが天から落ちてきた時、サタンはすぐにエデンの園にいるアダムとエバに近づきま

した。 

それまではアダムとエバは、自らの意思で神の命令に従い、素晴らしい恵みを受けていま

した。そのアダムとエバにサタンが近づき、誘惑したのです。 

 

３：サタンによる誘惑と人間の堕落 

その時にサタンは蛇を道具として用いました。 

聖書学者たちは、この３章に書かれている内容から当時、蛇はとても賢いだけでなく、と

ても美しい姿をしていたのだろうと言っています。 

サタンはそういう蛇を用いて、蛇を通してアダムとエバを誘惑します。 

 

それではいよいよ３章に入りますが、3:１をご覧ください。 

蛇は女（エバ）に、「あなたがたは、園のどんな木からも食べてはならない、と神は、ほ

んとうに言われたのですか。」と語りかけます。 

これは議論ではなく、とても巧妙な罠です。 

その言葉には誇張があり、「神ことばは絶対的なものではない、神のことばは疑ってもか

まわない」、という思いを人の心に忍び込ませ、それを植え付けようとしたのです。 

 

そしてエバは蛇に応答して、「私たちは、園にある木の実を食べてよいのです。」と言い

ました。 

しかし神は、実際は「あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。」と言った

のです。そのことは2:16に書かれています。 

エバが「どの木からでも」と「思いのまま」という二つの言葉を抜かして答えたのは、神

の愛や親切、神の与える思いをないがしろにしてしまったことを意味します。 

さらにエバは蛇に応答します。エバは今度は蛇の言葉を訂正しようとして、神がお語りに

なっていないことまでつけ加えています。 

3:3節をご覧ください。「それに触れてもいけない。」というのがそれです。 

よく思い出してください。神は「善悪の知識の木から取って食べてはならない」、と言っ

ただけだったのに、エバは勝手に自分でもうひとつの制限を加えてしまいました。 

エバは3節にあるように「神は、『あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れて

もいけない。あなたがたが死ぬといけないからだ。』と仰せになりました。」と言ってし

まったのです。 

さらにエバはここで、神のことばの確実性をあいまいなものにしています。 
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エバは、神は「あなたがたが死ぬといけないからだ。」と言ったとサタンに告げています。 

しかし神は「それを食べたら必ず死ぬ」と言ったのです。 

みなさん神のみことばを神が語られたとおりにそのまま受け取ることは、本当に大切なこ

とです。 

そこから取り除いても、付け加えてもならないのです（黙示録22:18-19）。 

 

エバが誘いにのってきたので、サタンは大胆に神のことばを否定します。 

4節と5節をご覧ください。サタンは、「あなたがたは決して死にません。あなたがたがそ

れを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るよ

うになることを神は知っているのです。」と語っています。 

サタンがここで最初に否定したのは、罪のさばきがあるということを否定したのです。 

またサタンは、神が人にそのような禁止事項を与えたのは、人が神と同等になり、善悪を

知るようになると困るという神の利己的な考えによるのだとエバに思い込ませました。 

サタンのことばは、神を人間のライバルに仕立て上げています。 

なんという巧妙さでしょうか。 

もうエバはめろめろになっており、サタンの誘惑に抵抗する力はありませんでした。 

6節に「それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与えたので、夫も食べた。」

とあります。 

アダムも神のみことばに従うのではなく、妻のエバの言葉に聞き従い、禁じられていた木

から食べてしまいました。 

この行為によって人類に罪が入り、それが人類に堕落をもたらしました。人類に死までも

が入ってきました。 

 

アダムとエバは禁じられた木から食べたのですが、自分たちが思っていたような知識や、

サタンが約束した魅力的な知恵はやってきませんでした。 

代わりにふたりを支配したのは、自分たちがしてしまったことの認識と、自分たちを覆っ

ている恐ろしい恥の感覚でした。 

そして7節に、「ふたりの目が開かれ」とありますが、これはもちろん良い意味で目が開か

れたのではありません。 

これは彼らが神中心の見方から、自分中心の見方をするようになったことを表わしていま

す。そして、自分たちが裸であることを知りました。 

多くの神学者たちは、「アダムとエバは罪を犯すまでは、神の栄光の輝きが与えられてい

て、アダムとエバのからだを神の栄光の輝きが覆っていた。しかし罪を犯した時に神の栄

光が消え去り、裸であることを知った」と言っています。 

以前から彼らは裸だったのですが、神の栄光の輝きが与えられていて、それが彼らのから

だを覆っていたのです。 

しかし神に背いて自分中心に行動し、罪が入りこんできた時、神の栄光の輝きは消えてい

たのです。 

そしてふたりは自らの恥をおおうために、いちじくの葉の衣を作り、それを腰に巻きまし

た。なんとも情けない状態です。罪がもたらす最初ののろいは、恥の感情です。 

 

ここで３つのことに心を留めておきましょう。 

第一番目は、善悪の知識の木から「取って食べた」というアダムとエバの単純な行為は、

人類にのろいをもたらしました。 

二番目、イエスさまは、そののろいから私たちを解放するために、最後の晩餐の時に、マ
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タイ26:26で「取って食べなさい。これはわたしのからだです。」とお語りになりました。 

このみことばが私たちにとっての救いとなるために、神の御子イエスさまは貧しくなり、

神であるイエス様が人となってこの地上に来てくださり、仕える者の姿をとってくださっ

たのです。 

そして三番目ですが、みなさん、神の救いの計画は、エデンの園に私たちを戻すことでは

ありません。 

救われた者のためには、エデンの園よりもはるかに素晴らしい天の住まいが用意されてい

ます。（2コリント5:4） 

みなさん、あなたは自分がどこからきてどこに行こうとしているか知っていますか。 

聖書だけが、正しい人生観を教えることができます。 

 

みなさん、主は、私たちを救うために多くの犠牲を払ってくださいました。 

神の御子、主イエスさまは、私たちの罪の身代わりとなって十字架についてくださり、私

たちが受けなければならなかった罪の罰やのろいをイエス様が代わりに受けてくださいま

した。 

そしてイエスさまは十字架で苦しまれ、死なれました。しかし3日目に復活され、天に昇ら

れ、全能の父なる神の右に座しておられます。 

このイエスさまを救い主と信じる者は、アダム以来ののろいから解放され、罪が赦され救

われるのです。 

その恵みは計り知れないほど素晴らしいものです。 

そして私たちはエデンの園に戻るのではなく、それよりもはるかに素晴らしい、天の御国

を目指して進んでいます。 

私たちは常に私たちの国籍が天にあることを意識しながら歩みましょう。 

 

さて、罪人の特徴というのは、恥と恐れの感情を抱いていることです。 

7節ですが、恥を隠すために、人とその妻はいちじくの葉の衣を作りました。 

さらに8節を見ると、彼らは神の声を恐れて、木の間に身を隠しました。 

この恐れの感情は、罪責感から来るものです。 

神は、アダムとエバが何をし、どこに隠れているかをすべてご存知でした。 

9節をご覧ください。神は優しく「あなたは、どこにいるのか。」と呼びかけておられます。 

神が厳しいだけのお方なら、この時点で人類を滅ぼしておられたに違いありません。 

しかし、聖書に記されているまことの神は、「恵みの神」、「愛の神」、「赦しの神」で

す。神は、自分に背を向けた人を捜し求めておられるお方です。 

聖書全体が、「あなたは、どこにいるのか」と語りかけている神からのラブレターです。 

みなさん、あなたは今、神の顔を避けて、木の間に身を隠しているような状態にあります

か。 

それなら、あなたを捜し求めておられる神の声を聞き、光りの中に身を投げ出しましょう。 

神の御前で、自分の弱さ、欠点、罪を隠さずに告白し、悔い改めましょう。 

神さまは、私たちが弱さを言い表すならば、赦しと癒しを与え、聖霊さまを注ぎ、主に従

うことができるように助けを与えてくださいます。 

実際、ここにいる私たちのすべてが、日々、神の御前で罪を告白し、赦しときよめを受け

取る必用があります。そして聖霊の満たしと助けをいただく必用があるのです。 

 

次に、罪人の特徴は、恥と恐れだけではありません。欺瞞（ぎまん・すなわちごまかすこ

とや）や責任転嫁も、罪人の特徴です。 
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10節をご覧ください。アダムは、神からの呼びかけに対して、「私は園で、あなたの声を

聞きました。それで私は裸なので、恐れて、隠れました。」と答えています。 

アダムは自分の罪を告白すべきでしたが、それはしないで、表面的なことについてだけ語

り、答えています。これは欺瞞です。巧妙なごまかしです。 

そうすればするほど、人は神から遠く離れていってしまうのです。 

 

次に12節ですが、アダムは「あなたが私のそばに置かれたこの女が、あの木から取って私

にくれたので、私は食べたのです。」と、自分の罪をエバに、さらには神の責任にしよう

としています。まさに責任転嫁です。 

それを聞いたエバは、13節で「蛇が私を惑わしたのです。それで私は食べたのです。」 

と言って、自分の罪を蛇のせいにします。 

こうして責任転嫁のサイクルはとめどもなく回り始めます。 

責任転嫁ほど人間関係を破壊するものはありません。 

一心同体の関係で始まった人と妻の関係が、今や、責任をなすりつけあう関係に堕落して

しまいました。 

 

みなさん、私たちは自分の非を指摘された時、すぐに責任逃れをしたり、責任転嫁をする

対象を探したりすることがありませんか。 

みなさん、私たちはどのようにして、罪責感の処理を正しく行なっているでしょうか。 

罪の告白、十字架による罪の赦し、神からの赦しの宣言を受け取ること、この３つのステ

ップこそ、罪責感からの真の唯一の解決方法です。 

罪のために私たちの知性はなんと曇ってしまったことでしょうか。 

自分の罪さえも見えなくなっています。 

私たちは責任転嫁をしなければ生きていけない、そういう弱さを持っています。 

しかしイエス様の十字架のみわざこそ、その問題を真の意味で解決し、その問題からの解

放を与えてくれるものです。 

＜神であるイエス様が人となってこの地上に来てくださり、私たちの罪の身代わりとなっ

て罪のないイエス様が十字架についてくださったこと、そして3日目に復活されたこと、そ

のことによって救いの道、回復の道、が開かれました。イエス様を救い主と信じる者には、

罪の赦しと、多くの素晴らしい恵みが注がれるのです＞ 

 

４：神のさばきの宣告と救いの計画 

さて次に14節をご覧ください。神のさばきが宣告されます。 

最初にさばきの宣告を受けたのは、サタンとサタンに使われた蛇でした。14節に「おまえ

は、一生、腹ばいで歩き」とあります。 

これは当時とても美しい生き物であった蛇が、みじめな姿になったことをあらわしていま

す。そして野の獣の中でもっとも賢かったのに、野の獣の中でもっとものろわれるものと

なると宣告されました。 

そしてこのことばは当然、蛇を道具として使ったサタンに対する神からのさばきの宣告で

もあります。 

サタンはかつては天使の中でもっともすぐれた天使ルシファーだったのに、堕落し今やも

っとものろわれた者サタンとなりました。そしてそののろいはサタンの一生、すなわちい

つまでも続き、サタンは永遠にその状態から救われることはありません。 

まさにサタンは神によって永遠にのろわれたものとなったのです。 
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みなさん、注目すべきは3:15です。ご覧ください。 

この聖句は原福音とも呼ばれ、福音の原点となるみことばです。 

この聖句は、これ以降の聖書解釈の鍵となるものです。 

蛇（すなわちサタン）と女の子孫との間の戦いが預言されています。 

「女の子孫」という言葉は、集合名詞であると同時に、女の子孫は、「彼」と呼ばれてい

ますので、ある特定の個人を指すことばでもあります。 

その個人とは、主イエス・キリストを指していることが、新約聖書の中で明確に解き明か

されます。 

まず、女の子孫とは、信仰によって父なる神のこどもたちとなった人々のことを象徴的に

表わしています。 

もうひとつ、女の子孫とは、象徴ではなく、実際の肉体を持つ者でありながら、妊娠の過

程で男性の種が関わっていない人物を指しています。 

そのためには処女の胎の中で、奇跡的なみごもりがなされ生まれてくることが必要です。 

ですから神はなんとすでにこの創世記の３章の時点で、来るべき救い主・主イエスキリス

トは超自然的な方法で、処女を通して生まれてくることを預言していたのです。 

新約聖書の福音書を読むと、神の奇跡によって、処女マリヤが聖霊によってみごもったこ

とが記されています。 

神であるイエスさまは、処女マリヤから人としてお生まれになりました。 

みなさん、神が人となってこの地上にきてくださったのです。 

 

このイエスさまは１００％神であり、１００％人です。 

だからこそ、イエスさまは神ですから罪を犯したことは一度もありませんが、私たち人間

の弱さを理解してくださいます。 

またイエスさまはまったく罪の汚れのない、そして天地を創られた圧倒的な力を持つ全能

の何でもできる神ですから、サタンと戦って完全に勝利することができるのです。 

3:15の後半をご覧ください。「彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにか

みつく。」とあります。 

サタンは、「彼」、すなわちイエス様のかかとにかみつきます。これは、サタンが十字架

上でイエスさまを苦しめたことを表わしています。イエスさまは十字架で死なれました。 

しかし、それから3日目にイエスさまは復活され、サタンに勝利します。大勝利を収めます。

イエスさまはサタンに勝利しました。サタンはすでに敗北しました。 

それが「彼は（イエスさまは）、おまえの（サタンの）頭を踏み砕」くということです。 

みなさん、サタンはイエスさまの足のかかとにかみつくくらいのことしかできませんでし

たが、イエスさまはサタンの頭を踏み砕きました。 

頭を踏み砕くとは、サタンに致命傷を与えたことを意味します。 

サタンはすでに敗北し、頭を砕かれて、致命傷を負っています。 

 

しかし、気をつけなければならないのは、サタンはまだ完全に滅んではいないということ

です。 

サタンはイエス様に敗北し致命傷を負い、自分の時が終わりに近づいていることをよく知

っているので、地獄への道連れをつくろうとまさに蛇の尻尾をばたばたとさせています。 

頭はイエス様の足で踏み砕かれていますが、尻尾はまだばたばたとさせて動いています。

実際、サタンは致命傷を負いながらも、まだ活動しています。 

黙示録には、将来、サタンが地獄に、永遠の滅びの中に投げ込まれ、完全に滅びることが

書かれていますが、今はまだ致命傷を負いながら活動しています。 
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自分の終わりの時が近づいていることを知り、さらにしっぽをばたばたとさせています。 

ですから、この世はどんどん暗くなり、多くの問題やひどい事件が相次いで起こるように

なっています。 

私たちはイエス様に敗北したサタンを恐れることはありませんが、サタンを侮ってはなり

ませんし、気をつけなければなりません。 

サタンは道連れをつくるために、巧妙なことばや魅力的な姿で誘惑してきますから。 

イエスさまはヨハネ10:10で「盗人（サタン）が来るのは、ただ盗んだり、殺したり、滅ぼ

したりするだけのためです。」と教えました。それがサタンの目的なのです。 

私たちは気をつけなければなりません。 

私たちは神に従いイエス様の御名によって悪魔に立ち向かわなければなりません。 

 

さて、次に進みます。16節です。ここで、エバすなわち女へのさばきが宣告されます。 

本来、神によって祝福された出産が、苦痛を伴うものとなりました。 

そして、本来、完全な調和の中にあった男女関係が、支配と隷属の関係になってしまいま

した。 

そして最後に男へのさばきが宣告されます。17節をご覧ください。 

アダムの罪のために、土地がのろわれてしまいました。 

男は苦労なしには食を得ることができなくなりました。 

また人は最後は土に帰る存在となりました。それまでは死ななかったのですが、ひとりの

人アダムによって罪が世界に入り、罪によって死が入り、その死が全人類に及びました（ロ

ーマ5:12）。 

 

罪を犯すまでは、人はエデンの園ですべてのものと完全に調和して生きていました。 

しかし、人は罪を犯した時から･･･、人はまず神との調和を失い、神との関係がおかしくな

り、神との関係が悪くなりました。 

次に人は自分との調和を失い、ありのままの自分を認められなくなり、その次には最愛の

配偶者との調和も失い、夫婦でも完全には心が通わなくなり、また他人との調和も失い、

他の人との関係もおかしくなり･･･、さらに人は自然との調和も失い、人間が自然を破壊し

たり、自然災害によって人間が傷ついたり、人はあらゆるものとの素晴らしい調和、完全

な調和、平和を失ってしまったのです。 

 

ところで、新約聖書に最後のアダムという言葉が出て来ますが、それはイエス様のことを

指しています。 

創世記に出てくるアダムの罪によって死が全人類に及んだのと同じように、最後のアダム

である主イエス・キリストの犠牲によって罪の赦しといのちが与えられるという道が全人

類に開かれました。 

イエスさまを救い主として信じる時に、イエス様の十字架を通してまことの神と和解する

ことができ、神との関係が回復し、神との交わりがどんどん深まっていきます。 

またイエス様の十字架を通して自分を見ることによって、自分との関係も回復していきま

す。神に愛されている自分との関係も真の意味で回復していきます。 

また、イエス様の十字架を通して他の人を見る時に、他の人との関係も回復していきます。 

真の意味で、神の愛アガペーで人を愛することができるようになっていきます。 

そして同じように自然との関係も回復に向かいます。単なるヒューマニズムからではなく、

神が造られた自然だから大切にしようという思いが生まれます。 

このように、アダムがもたらしたすべてののろいを、イエスさまは十字架で引き受けてく
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ださったことによって私たちは回復され、豊かな祝福を受け取ることができるようになっ

たのです。＜そして究極的な回復はイエスさまを信じ従ってきた者に対して、やがて将来、

イエス様の再臨の時に与えられます＞ 

 

ところでみなさん、私たちは、日々のデイボーション（神を讃美し、みことばを読み、神

に祈り、聖霊の声を聞き、聖霊に満たされる）を大切にしているでしょうか。 

それは回復された私たちがさらに回復され、主の者として、成長するためにとても大切で

す。 

１コリント15:45に、「最後のアダム（であるイエスさまは）は、生かす御霊となりました。」

とあります。 

聖霊さまはわたしたちにいのちを与え、私たちが真の意味で生き生きと生きることができ

るようにしてくださるのです。 

ですからみなさん、今日もイエス様のもとに重荷をおろしましょう。 

今日も、イエス様にあって罪赦され、いのちが与えられていることを、感謝して受け取り

ましょう。 

また今週私たちは、自分が置かれている場所において、回復と救いを与えて下さるイエス

さまのことをまだ救われていない人々に伝えようではありませんか。 

また、私たちはまわりに神の御国の良い影響を少しづつでもたらす者となろうではありま

せんか。 

ただしかし、究極的に完全な回復がもたらされるのは、黙示録の最後のほうに書かれてい

る天の御国、素晴らしい新天新地であることを忘れてはなりません。 

私たちは自分の国籍が天にあることを忘れてはなりません。 

 

５：エデンの園からの追放と回復への道 

次に20-24節にいきます。アダムはその妻の名を「エバ」と名づけています。 

エバとは「生命」とか、「生きること」という意味があります。 

罪を犯して死ぬべき存在となったにも関わらず、アダムは妻にそのような名前をつけまし

た。 

彼は創世記3:15の救いの約束を信仰を持って聞いたに違いありません。 

信仰とは思い込みや勘違いではなく、神のことばをそのまま真実なものとして受けいれる

ことです。 

みなさん、私たちは聖書のみことばを神のことばとしてそのまま受け入れ、そこから生き

るための力を得ているでしょうか。 

 

アダムの信仰に対して、神は「皮の衣」を作ってアダムとエバに与えておられます。 

人はいちじくの葉をつづりあわせた覆いを作りましたが、もっと永続性のあるものが必要

です。そこで神は皮の衣を作り、アダムとエバに着せてくださいました。 

この皮の衣は、この時の彼らの必要を満たしただけでなく、彼らの究極的な必要を満たす

ことも表わしています。 

皮の衣は、動物のいのちが犠牲になって血が流されて、作られるものです。 

その衣は、罪人に犠牲の衣を与えるために、そのいのちを犠牲にして血を流されるメシヤ、

すなわち主イエスキリストの十字架での死（犠牲）を予言的に表わしています。 

 

そして、アダムとエバは、エデンの園（楽園）から追放されます。 

ケルビムと輪を描いて回る炎の剣が置かれたのは、彼らをエデンの園から遠ざけるためで
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した。 

彼らがいのちの木から取って食べると彼らの肉体は、永遠に生きることになるので、いの

ちの木はそういう成分があったので、それを食べさせるわけにはいきませんでした。 

罪をもったままで、永遠の時間を生きるのは苦痛ですし、許されないことです。 

人を楽園から追放したことの中にも、神の恵みが働いているのです。 

そして人の心には神のもとに戻りたいという神への回帰本能ができました。 

芸術、哲学、宗教などは、すべて究極的な答え、（神）を求める人間の営みです。 

罪人の心にも、まことの神からの働きかけがあります。 

そして神は、さきほどお話した皮の衣に象徴されるように、キリストの犠牲による義の衣

を罪人のために用意されました。 

主イエスさまを救い主として信じた人は、義の衣を着せられた人です。それは罪の赦しと

いう名の義の衣です。 

みなさん、あなたは神が用意された義の衣をまとっていますか。 

 

また、すでにイエスさまを信じて救われ永遠のいのちをいただいている者は、先に救われ

た者の使命として、まだ救われていない人が神への回帰本能をかきたてられ、イエス様の

十字架を通して父なる神のもとに、まことの本物の神に立ち返ることができるように祈る

必用があります。 

また、みなさん、キリストを信じた人に起こる変化は、ある意味では、人の目にはそれほ

ど大きいものには見えないこともあります。 

なぜならば、肉体の死は、依然として私たちを支配しているからです。 

しかしキリストの内に隠された永遠のいのちが私たちのうちに完全にあらわされる時が来

ます。それが救いの完成の時です。 

私たちはしばらくの間は、古い性質（アダムの性質）と新しい性質（イエス様によって与

えられたいのち）の板ばさみにあって、葛藤を感じる時が続くでしょう。 

しかし、私たちには大いなる希望があります。その希望を見上げて前進しましょう。 

やがてイエス様が再臨され、私たちに栄光の体が与えられ、救いが完成され、私たちはエ

デンの園よりもはるかに素晴らしい天の御国に住むことができるのです。 

 

結び：高ぶりを捨て、主のみことばに従う 

さてみなさん、今日の中心的な部分をまとめますと、アダムとエバが堕落するようになっ

た根本的な原因は、ひとことで言えば、高ぶりとおごりでした。 

サタンに誘惑された時にそれにのってしまい、高ぶってしまったのです。 

アダムとエバは、神様の御前で神様に造られた被造物に過ぎない自分たち人間の分際をわ

きまえずに、神様と同じようになって善悪を知る者になろうとしました。 

そして神様から食べることを禁じられていた善悪を知る木の実を取って食べてしまいます。 

そのことによってアダムとエバは堕落し、そこから罪が人類に入り込んでしまい、彼らは

はエデンの園から追い出されます。 

アダムとエバはエデンの園で受けていた素晴らしい祝福のほとんどを失ってしまいました。 

そして人間は善悪を知る木の実を食べた結果、神が正しいということを正しいと認められ

なくなり、神がそれは悪だということを悪であると認められなくなり…、 

人間はそれぞれ自分にとって正しいと思うことが正しいことであると思うようになってし

まいました。 

 

みなさん、このように高ぶりとおごりは私たちの信仰を腐敗させ、私たちが持っているす
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べてのもの（神からの祝福）をどんどん奪っていく悪です。 

箴言16:18には「高ぶりは破滅に先立ち、心の高慢は倒れに先立つ。」とあります。 

みなさん、イエスさまを信じて救われた私たちにも、サタンは誘惑してきて、なんとかし

て高ぶらせようとします。その誘惑は常にあります。 

誘惑されて罪を犯すと、そこにサタンはさらにつけこんできます。 

ですから、私たちは主を恐れ、へりくだりましょう。 

毎週の礼拝を大切にし、日々のディボーションも大切にし、日々心から罪の告白をし、悔

い改め、イエス様の十字架の赦しの恵みを受け取り、聖霊さまを歓迎しましょう。 

みなさん、主を恐れるということは、高ぶりとおごりを捨てて、謙遜になり、へりくだっ

て主のみことばに従順に従うことです。 

ヤコブ4:7には「神に従いなさい。そして、悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔は

あなたがたから逃げ去ります。」とあります。 

 

また、詩篇34:9には「主を恐れよ。その聖徒たちよ。彼を恐れる者には乏しいことはない

からだ。」と約束されています。みなさん、神の約束を疑ってはなりません。 

主を恐れて生きるならば、私たちは霊的にも満たされ、物質的にも祝福されるのです。 

必要はすべて満たされます。 

 

それでは、しばらく一緒に御霊に導かれるままにそれぞれ自由にお祈りしましょう。 

 

（祈り） 

 

 

 

 

 

 

 

 


